「館山ふるさと大使」設置要綱

　（設置目的）

第１　館山市のイメージアップを図るため、本市の出身又はゆかりのある人に「館山ふるさと大使」（以下「大使」という。）を委嘱することにより本市の魅力を広くＰＲし、もって本市の振興を図ることを目的とする。 

　　（大使の要件及び委嘱）

第２　大使は、次の要件のいずれをも満たす人のうちから、本人の同意を得て市長が委嘱する。

　（１）　日本国内又は海外の各界・各分野において活躍しているとともに、本市の振興及びイメージアップに資する活動が期待できる人

　（２）　本市の出身又は何らかのゆかりがある人

　（３）　現在の活動の本拠地が原則として安房地域外であり、国内外において、本市の魅力や情報を積極的に発信する機会を有する人

　（４）　本委嘱を営利目的に利用しない人

　（市が大使にお願いする事項）

第３　大使にお願いする事項は、概ね次のとおりとする。

　（１）　本市の歴史、自然、文化、スポーツなどの紹介

　（２）　本市の観光、特産品などのＰＲ

　（市が大使に対して行う事項）

第４　市は、大使に対し、市の広報や事業等に関する情報を提供する。

２　市は、大使に名刺を支給する。名刺へ職名の印刷は、本人の意思により、「南房総」、「館山」、「ふるさと」、「大使」及び大使の希望する文字を組み合わせるものとする。

　（報酬等）

第５　大使には、上記第３の大使にお願いする事項について、報酬等は支給しない。

　（任期）

第６　大使の任期は、特に定めないものとする。ただし、大使の申出により任期を定めることができるものとする。また、辞退の申出があった場合は委嘱を解くことができるものとする。
　２　市長は、前項の規定にかかわらず、大使としてふさわしくない行為があったとき、第２及び「館山ふるさと大使」取扱要領第２の要件を満たさなくなったと判断したとき又は、その他特別の事由があると認めるときは大使を解嘱することができる。

　（庶務）

第７　大使に関する事項は、推薦書（別記第１号様式）を提出した部署において処理する。

　２　推薦書の内容及び、本要綱を遵守する旨の承諾書（別記第２号様式）を大使候補者から得るものとする。

　３　大使の委嘱にあたっては、委嘱状（別記第３号様式）を交付するものとする。
　（補則）

第８　この要綱に定めるもののほか、大使に関し必要な事項は、別に定める。

附　則

　本要綱は、平成１４年２月１８日から施行する。

附　則

　本要綱は、平成２０年４月１日から施行する。

附　則
本要綱は、平成２３年４月１日から施行する。

　　附　則

本要綱は、平成２７年４月１日から施行する。

